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(57)【要約】
　洗浄剤組成物およびすすぎ溶液を含む、器物洗浄用の系。この洗浄剤組成物は、アルカ
リ金属水酸化物、腐食防止剤および界面活性剤を含んでいる。この洗浄剤は、約１質量％
未満のアルカリ金属炭酸塩を含んでいる。このすすぎ溶液は、水およびキレート化酸を含
んでいる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　器物洗浄用の系であって、
（ａ）アルカリ金属水酸化物、腐食防止剤および界面活性を含む洗浄剤組成物、該洗浄剤
組成物は、アルカリ金属炭酸塩を実質的に含まない、ならびに
（ｂ）水およびキレート化酸を含むすすぎ溶液、
を含んでなる系。
【請求項２】
　前記洗浄剤組成物が、リンを実質的に含まない、請求項１記載の系。
【請求項３】
　前記キレート化酸が、クエン酸、グルコン酸、酒石酸、マレイン酸、リンゴ酸、グルカ
ル酸、Ｎ－モノおよびジアセテートアミノ酸、乳酸、ピコリン酸、シュウ酸、３，４－ジ
ヒドロキシ安息香酸、フマル酸、グルコヘプトン酸、ニトリロ三酢酸およびエチレンジア
ミン四酢酸の１種を含む、請求項１記載の系。
【請求項４】
　前記キレート化酸が、クエン酸を含む、請求項１記載の系。
【請求項５】
　前記洗浄剤組成物が、約１０～約１２の範囲のｐＨを有する、請求項１記載の系。
【請求項６】
　前記洗浄剤組成物が、少なくとも約８０質量％のアルカリ金属水酸化物を含む、請求項
１記載の系。
【請求項７】
　前記洗浄剤組成物が、約１０質量％以下の腐食防止剤を更に含む、請求項１記載の系。
【請求項８】
　前記洗浄剤組成物が、約１０質量％以下の界面活性剤を含む、請求項１記載の系。
【請求項９】
　表面から汚れを除去し、そして水の硬度の沈殿を防止する洗浄系であって、
（ａ）少なくとも約８０質量％のアルカリ金属水酸化物、約１０質量％以下の腐食防止剤
、および約１０質量％以下の界面活性剤を含む苛性洗浄剤、ならびに、
（ｂ）水およびキレート化酸を含むすすぎ溶液、
を含んでなる洗浄系。
【請求項１０】
　前記キレート化酸が、クエン酸、グルコン酸、酒石酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸、
グルカル酸、Ｎ－モノおよびジアセテートアミノ酸、ピコリン酸、シュウ酸、３，４－ジ
ヒドロキシ安息香酸、フマル酸、グルコヘプトン酸、ニトリロ三酢酸およびエチレンジア
ミン四酢酸の１種を含む、請求項９記載の洗浄系。
【請求項１１】
　前記キレート化酸が、クエン酸を含む、請求項１０記載の洗浄系組成物。
【請求項１２】
　前記苛性洗浄剤が、約０．５質量％未満のリン含有化合物を含む、請求項９記載の洗浄
系。
【請求項１３】
　前記苛性洗浄剤が、約１０～約１２のｐＨを有する、請求項９記載の洗浄系。
【請求項１４】
　前記苛性洗浄剤が、アルカリ金属水酸化物、腐食防止剤、および界面活性剤から本質的
になる、請求項９記載の洗浄系。
【請求項１５】
　表面から汚れを除去し、そして該表面上への水の硬度の堆積を防止する方法であって、
（ａ）該表面を、洗浄剤組成物と接触させること、該洗浄剤組成物は、アルカリ金属水酸
化物、腐食防止剤および界面活性剤を含んでおり、そしてアルカリ金属炭酸塩を実質的に
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含まない、ならびに、
（ｂ）次いで、該表面を、水およびキレート化酸を含むすすぎ溶液ですすぐこと、
を含んでなる方法。
【請求項１６】
　前記洗浄剤組成物が、アルカリ金属水酸化物、腐食防止剤および界面活性剤から本質的
になる、請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
　前記キレート化酸が、クエン酸、グルコン酸、酒石酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸、
グルカル酸、Ｎ－モノおよびジアセテートアミノ酸、ピコリン酸、シュウ酸、３，４－ジ
ヒドロキシ安息香酸、フマル酸、グルコヘプトン酸、ニトリロ三酢酸およびエチレンジア
ミン四酢酸の１種を含む、請求項１５記載の方法。
【請求項１８】
　前記洗浄剤組成物が、約１質量％未満のリンを含む、請求項１５記載の方法。
【請求項１９】
　前記洗浄剤組成物が、約１質量％未満のアルカリ金属炭酸塩を含む、請求項１５記載の
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、包括的には洗浄剤系の分野に関する。特には、本発明は、苛性洗浄剤および
酸性すすぎ溶液を含む洗浄剤系に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最新の注型器物洗浄用洗浄剤は、苛性アルカリと炭酸塩の組み合わせを含んでいる。炭
酸塩は、アルカリ性といくらかの緩衝能力を与えるために、従来は洗浄剤中に含まれてき
た。しかしながら、炭酸塩の存在は、硬水が沈殿し、そしてスケールが付く傾向を増長す
る可能性がある。
【０００３】
　また、慣用の洗浄剤は、通常はリン含有材料またはビルダーを含んでいる。リン酸塩は
、水の硬度を低下させるとともに、洗浄力、再付着防止および結晶変態を増加させるため
に、洗浄剤中に通常用いられる多機能成分である。特には、ポリリン酸塩、例えばトリポ
リリン酸ナトリウムおよびそれらの塩は、炭酸カルシウムの沈殿を抑制するそれらの能力
、および汚れを分散し、そして懸濁させるそれらの能力のために、洗浄剤中で用いられる
。もしも炭酸カルシウムが沈殿させられたら、その結晶が、洗浄される表面を攻撃する可
能性があり、そして望ましくない効果をもたらす可能性がある。例えば、器物の表面上の
炭酸カルシウムの沈殿は、器物の審美的な外観に悪影響を与え、そしてその器物に汚れた
外観を与える可能性がある。トリポリリン酸ナトリウムの、汚れを分散および懸濁する能
力は、汚れが、洗浄溶液または洗浄水中に再堆積することを防ぐことによって、その溶液
の洗浄力を促進する。しかしながら、効果的ではあるものの、リン酸塩は、環境および健
康の問題のために政府の規制を受けている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　１つの態様では、本発明は、器物洗浄のための系である。この系は、洗浄剤組成物およ
びすすぎ溶液を含んでいる。この洗浄剤組成物は、アルカリ金属水酸化物を含んでおり、
そして更に、腐食防止剤および界面活性剤を含んでいる。１つの態様では、この洗浄剤は
また、アルカリ金属炭酸塩を実質的に含まない。このすすぎ溶液は、水およびキレート化
酸を含んでいる。
【０００５】
　他の態様では、本発明は、表面から汚れを取り除き、そして水の硬度の沈殿を防止する
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ための洗浄系である。この洗浄系は、苛性洗浄剤およびすすぎ溶液を含んでいる。この苛
性洗浄剤は、少なくとも約８０質量％のアルカリ金属水酸化物を含み、そして更に約１０
質量％以下の腐食防止剤および約１０質量％以下の界面活性剤を含むことができる。この
すすぎ溶液は、水およびキレート化酸を含んでいる。
【０００６】
　更に他の態様では、本発明は、表面から汚れを取り除く方法である。この方法は、表面
を洗浄剤組成物と接触させること、そして次いでその表面をすすぎ溶液ですすぎをするこ
とを含んでいる。この洗浄剤組成物は、アルカリ金属水酸化物、腐食防止剤および界面活
性剤を含んでいる。すすぎ溶液は、水およびキレート化酸を含んでいる。
【０００７】
　多くの態様が開示されているが、本発明の更に他の態様が、本発明の例示的な態様を示
し、また記載する以下の詳細な説明から、当業者に明らかとなるであろう。従って、図面
および詳細な説明は、本来例示的なものであり、そして限定するものでないと理解される
べきである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
＜洗浄系＞
　本発明は、洗浄系および、表面から汚れを取り除き、そして水の硬度の表面への堆積を
防止する方法に関する。特に、この洗浄系は、硬質表面、例えば器物からの汚れの除去に
効果的である。この洗浄系は、苛性洗浄剤および酸性すすぎ溶液を含んでいる。１つの態
様では、苛性洗浄剤は、実質的にリン含有化合物を含まない。従って、この洗浄系は、慣
用の洗浄剤への、環境に配慮した、容易に生分解性の代替物を提供する。この洗浄系は、
例えば、自動器物洗浄、食品および飲料、車両の手入れ、健康管理、ファーストサービス
レストランおよび繊維製品手入れが挙げられるが、それらには限定されない種々の産業に
用いることができる。特には、この洗浄系は、硬質表面洗浄用途、例えば、器物、浴室表
面、食器洗い機、食品および飲料装置、健康管理機器、車両およびテーブル上面に用いる
ことができる。また、この洗浄系は、洗濯用途にも用いることができる。
【０００９】
　炭酸塩は、通常は組成物のアルカリ性に有意には貢献しないので、本組成物のアルカリ
性には、炭酸塩は必要とされない。事実、組成物中の炭酸塩の量の低減が望ましい可能性
がある。例えば、食器洗い機がいっぱいにされるか、または通常は苛性の洗浄剤が、すす
ぎ後により多く食器洗い機に加えられる場合には、硬水が、苛性の洗浄剤に曝されて、そ
してＣａＣＯ３を形成し、これが高温のために、食器洗い機内にほぼ即時に沈殿する。従
って、１つの態様では、本発明の洗浄系は、アルカリ金属炭酸塩を実質的に含まず、そし
てアルカリ性源およびビルダーとして苛性アルカリだけを用いる。アルカリ金属炭酸塩を
含まないとは、アルカリ金属炭酸塩が加えられていない組成物、混合物または成分を指し
ている。他の態様では、結果として得られる組成物中のアルカリ金属炭酸塩の水準は、約
１０質量％未満である。更なる態様では、金属アルカリの水準は、１質量％未満、より好
ましくは約０．５質量％、０．１質量％未満、そしてしばしば０．０１質量％未満である
。
【００１０】
　１つの態様では、本発明の洗浄系は、実質的にリンを含まない。他の態様では、本組成
物は、０．５質量％未満、特には０．１質量％未満、そしてより好ましくは約０．０１質
量％のリンである。
【００１１】
　１つの態様では、本発明の洗浄系は、硬水調整剤を実質的に含まない。硬水調整剤が汚
染によって存在する場合には、結果として得られる組成物中の硬水調整剤の水準は、約０
．５質量％未満、約０．１質量％未満、そしてしばしば約０．０１質量％未満である。
【００１２】
＜苛性洗浄剤＞
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　苛性洗浄剤は、アルカリ金属水酸化物を含んでおり、そして更に腐食防止剤および界面
活性剤を更に含むことができる。アルカリ金属水酸化物は、苛性系に洗浄性能を与え、そ
してアルカリ性源およびビルダーとして機能する。また、アルカリ金蔵水酸化物は、使用
溶液を形成するために苛性洗浄剤に水が加えられるときに、結果として得られる溶液のｐ
Ｈを調整するために用いられる。使用溶液のｐＨは、十分な洗浄性を与えるために、アル
カリ性の範囲に維持する必要がある。１つの態様では、使用溶液のｐＨは、約９～約１３
の範囲である。特には、使用溶液のｐＨは、約１０～約１２の範囲である。より好ましく
は、使用溶液のｐＨは、約１０．５～約１１．５の範囲である。アルカリ金属水酸化物は
、液体形態および／または固体形態で、苛性洗浄剤に加えられる。液体および固体形態の
両方が、部分的に水和されたアルカリ金属水酸化物とするために存在することができる。
部分的に水和されたアルカリ金属水酸化物を用いることで、分配の間の水和熱からの水蒸
気の発生を減少させる。１つの態様では、アルカリ金属水酸化物は、液体形態およびビー
ズ形態で加えられる。好適なアルカリ金属水酸化物の例としては、水酸化ナトリウム、水
酸化カリウムおよび水酸化ルビジウムが挙げられるが、それらには限定されない。特に好
適なアルカリ金属水酸化物としては、水酸化ナトリウムが挙げられるが、それには限定さ
れない。
【００１３】
　腐食防止剤は、苛性洗浄剤中に、この苛性洗浄剤に表面が接触するガラスの腐食および
／またはエッチング速度を低減する使用溶液を与えるのに十分な量で含むことができる。
好適な腐食防止剤としては、リチウムイオン源、アルミニウムイオン源、アルカリ金属ケ
イ酸塩またはそれらの水和物およびそれらの組み合わせ、が挙げられるがそれらには限定
されない。特に好適な腐食防止剤としては、アルミン酸ナトリウム、水酸化リチウム、金
属ケイ酸塩およびそれらの組み合わせ、が挙げられるがそれらには限定されない。
【００１４】
　１つの態様では、腐食防止剤としては、少なくとも可溶性のリチウム塩が挙げられる。
可溶性のリチウム塩は、器物洗浄組成物が使用溶液の形態で提供された場合に、リチウム
イオンを与える。可溶性のリチウム塩は、有機塩、無機塩またはそれらの混合物として与
えることができる。可溶性のリチウム塩源の例としては、水酸化リチウム、ケイ酸リチウ
ム、メタケイ酸リチウム、塩化リチウム、硫酸リチウム、硝酸リチウム、ヨウ化リチウム
、チオシアン酸リチウム、二クロム酸リチウム、塩素酸リチウム、グルコン酸リチウム、
酢酸リチウム、安息香酸リチウム、クエン酸リチウム、乳酸リチウム、ギ酸リチウム、臭
素酸リチウム、臭化リチウム、フッ化リチウム、フルオロケイ酸リチウムおよびサリチル
酸リチウム、が挙げられるが、それらには限定されない。
【００１５】
　他の態様では、腐食防止剤としては、可溶性リチウム塩および可溶性アルミニウム塩お
よび／または可溶性ケイ酸（ＳｉＯ２）塩が挙げられる。可溶性アルミニウム塩および可
溶性ケイ酸塩は、器物洗浄組成物が、使用溶液の形態で提供されたときに、アルミニウム
イオンおよびケイ酸イオンをそれぞれ与える。可溶性アルミニウム塩は、有機塩、無機塩
またはそれらの混合物として与えることができる。可溶性アルミニウム塩の例としては、
アルミン酸ナトリウム、臭化アルミニウム、塩素酸アルミニウム、塩化アルミニウム、ヨ
ウ化アルミニウム、硝酸アルミニウム、硫酸アルミニウム、酢酸アルミニウム、ギ酸アル
ミニウム、酒石酸アルミニウム、乳酸アルミニウム、臭素酸アルミニウム、ホウ酸アルミ
ニウム、硫酸アルミニウムカリウム、硫酸アルミニウム亜鉛、リン酸アルミニウムおよび
硫酸アルミニウムリチウム、が挙げられるが、それらには限定されない。可溶性ケイ酸塩
は、可溶性無機塩として与えることができる。可溶性ケイ酸塩の例としては、ケイ酸リチ
ウム、メタケイ酸リチウム、メタケイ酸ナトリウム、メタケイ酸カリウム、オルトケイ酸
ナトリウム、およびオルトケイ酸カリウム、が挙げられるが、それらには限定されない。
【００１６】
　また、苛性洗浄剤は、界面活性剤を含むことができる。アニオン性、ノニオン性、カチ
オン性および両性イオン性の界面活性剤を含めた、種々の界面活性剤を用いることができ
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る。界面活性剤の議論は、Kirk-Othmer、Encyclopedia of Chemical Technology、第３版
、第８巻、p.900-912が参照でき、これを参照することにより本明細書の内容とする。苛
性洗浄剤に用いることができる界面活性剤の例としては、エチレンオキシド／プロピレン
ブロック共重合体、例えばBASF Corporation（フローラム・パーク、ニュージャージー州
）から入手可能な、Pluronic N3、Pluronic 17R2、Pluronic 31R1、Pluronic L10、Pluro
nic L31、Pluronic L61、Pluronic L62およびD500の名称で入手可能なものが挙げられる
。
【００１７】
　苛性洗浄剤のための好適な成分濃度は、少なくとも約８０質量％のアルカリ金属水酸化
物、約１０質量％以下の腐食防止剤および約１０質量％以下の界面活性剤成分の範囲であ
る。苛性洗浄剤のための特に好適な成分濃度は、約９０質量％～約９９質量％の範囲のア
ルカリ金属水酸化物、約０．５質量％～約８質量％の範囲の腐食防止剤および約０．５質
量％～約８質量％の範囲の界面活性剤成分、である。苛性洗浄剤の更に特に好適な成分濃
度は、約９２質量％～約９８質量％の範囲のアルカリ金属水酸化物、約１質量％～約５質
量％の範囲の腐食防止剤および約１質量％～約５質量％の範囲の界面活性剤成分、である
。当業者は、この固形化マトリックスに匹敵する性質を得るための他の好適な成分濃度を
理解するであろう。
【００１８】
＜すすぎ溶液＞
　すすぎ溶液は、キレート化酸および水を含んでいる。１つの態様では、用いられる水が
脱イオン水である場合には、キレート化酸は随意である。キレート化酸の量または濃度は
、多くのパラメータ、例えば、これらには限定されないが、すすぎ溶液のｐＨ、酸の酸性
度、その酸のキレート化性能、および水の体積／すすぎ溶液が洗浄される表面に接触して
いる単位時間、に依存する。好適なキレート化酸の例としては、クエン酸、グルコン酸、
酒石酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸、グルカル酸、Ｎ－モノおよびジアセテートアミノ
酸、ピコリン酸、シュウ酸、３，４－ジヒドロキシ安息香酸、フマル酸、グルコヘプトン
酸、ニトリロ三酢酸およびエチレンジアミン四酢酸、が挙げられるが、それらには限定さ
れない。特に好適なキレート化酸の例としては、クエン酸、グルコン酸、酒石酸、乳酸お
よびマレイン酸が挙げられる。クエン酸は、これが米国食品医薬品局によってＧＲＡＳ（
概ね安全と認識されている）に分類されているので、環境に優しい洗浄系として特に好適
である。
【００１９】
＜付加的な機能性材料＞
　本洗浄系は、付加的な成分または薬品、例えば付加的な機能性材料を含むことができる
。そのようなものとして、態様によっては、アルカリ性源、腐食防止剤および界面活性剤
成分を含む苛性洗浄剤は、例えば、付加的な機能性材料をその中にほとんど含まない、も
しくは全く含まない態様では、苛性洗浄剤の大部分の、または更には全ての質量を与える
ことができる。同様に、態様によっては、水およびキレート化酸を含むすすぎ溶液は、例
えば、付加的な機能性材料をその中にほとんど含まない、もしくは全く含まない態様では
、すすぎ溶液の大部分の、または更には全ての質量を与えることができる。機能性材料は
、本洗浄系に、所望の性質および機能性を与える。本出願の目的においては、用語「機能
性材料」としては、使用および／または濃縮溶液、例えば水溶液中に含まれた、または溶
解された場合に、特定の用途で有益な性質を与える材料が挙げられる。本洗浄系は、所望
により、例えば、米国特許第7,341,983号明細書（ここに参照することによって本明細書
の内容とする）中に記載されているような、他の汚れ蒸解成分、界面活性剤、殺菌剤（di
sinfectants）、酸化剤、殺菌剤（sanitizers）、酸味料、錯化剤、消泡剤、染料、増粘
剤もしくはゲル化剤、および香料を含むことができる。機能性材料の幾つかの特定の例が
、以下により詳細に記載されているが、議論される特定の材料は、例としてのみに与えら
れていること、そして広範囲の他の機能性材料を用いることができることが、当業者など
には理解されなければならない。例えば、以下に議論される機能性材料の多くは、洗浄お
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よび／または脱染用途に用いられる材料に関するが、しかしながら、他の態様では、他の
用途での使用のための機能性材料も含むことができることが理解されなければならない。
【００２０】
＜界面活性剤＞
　本洗浄系は、洗浄力のある量のアニオン性界面活性剤またはアニオン性界面活性剤混合
物を含む、アニオン性界面活性剤成分を含むことができる。アニオン性界面活性剤は、そ
れらの湿潤性および洗浄性故に、洗浄系に望ましい。本発明によって用いることができる
アニオン性界面活性剤としては、洗浄産業において入手可能ないずれかのアニオン性界面
活性剤が挙げられる。アニオン性界面活性剤の好適な群としては、スルホン酸塩および硫
酸塩が挙げられる。アニオン性界面活性剤成分に与えることができる好適な界面活性剤と
しては、アルキルアリールスルホン酸塩、第二級アルカンスルホン酸塩、アルキルメチル
エステルスルホン酸塩、アルファオレフィンスルホン酸塩、アルキルエーテルスルホン酸
塩、アルキル硫酸塩、およびアルコール硫酸塩が挙げられる。
【００２１】
　本洗浄系に用いることができる好適なアルキルアリールスルホン酸塩は、６～２４個の
炭素原子を含むアルキル基を有することができ、そしてこのアリール基は、ベンゼン、ト
ルエンおよびキシレンの少なくとも１つであることができる。好適なアルキルアリールス
ルホン酸塩としては、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩が挙げられる。好適な直鎖アル
キルベンゼンスルホン酸塩としては、直鎖ドデシルベンジルスルホン酸塩が挙げられ、こ
れは酸として与えて、それを中和してスルホン酸塩を形成することができる。更なる好適
なアルキルアリールスルホン酸塩としては、キシレンスルホン酸塩およびクメンスルホン
酸塩が挙げられる。
【００２２】
　本洗浄系に用いることができる好適なアルカンスルホン酸塩は、６～２４個の炭素原子
を有するアルカン基を有することができる。用いることができる好適なアルカンスルホン
酸塩としては、第二級アルカンスルホン酸塩が挙げられる。好適な第二級アルカンスルホ
ン酸塩としては、Clariantから、Hostapur SASとして商業的に入手可能な、Ｃ１４～Ｃ１

７第二級アルキルスルホン酸ナトリウムが挙げられる。
【００２３】
　本洗浄系に用いることができる好適なアルキルメチルエステルスルホン酸塩としては、
６～２４個の炭素原子を含むアルキル基を有するものが挙げられる。本洗浄系に用いるこ
とができる好適なアルファオレフィンスルホン酸塩としては、６～２４個の炭素原子を含
むアルファオレフィン基を有するものが挙げられる。
【００２４】
　本洗浄系に用いることができる好適なアルキルエーテル硫酸塩としては、約１～約１０
個の範囲の繰り返しのアルコキシ基、約１～約５個の範囲の繰り返しのアルコキシ基を有
するものが挙げられる。一般には、このアルコキシ基は、約２～約４個の範囲の炭素原子
を含んでいる。好適なアルコキシ基はエトキシである。好適なアルキルエーテル硫酸塩は
、ラウリンエーテルエトキシレート硫酸ナトリウムであり、そしてSteol CS-460の名称で
入手可能である。
【００２５】
　本洗浄系に用いることができる好適なアルキル硫酸塩としては、６～２４個の炭素原子
を含むアルキル基を有するものが挙げられる。好適なアルキル硫酸塩としては、ラウリル
硫酸ナトリウムおよびラウリル／ミリスチル硫酸ナトリウムが挙げられるが、それらには
限定されない。
【００２６】
　本洗浄系に用いることができる好適なアルコール硫酸塩としては、６～２４個の炭素原
子を含むアルコール基を有するものが挙げられる。
【００２７】
　アニオン性界面活性剤は、アルカリ金属塩、アミンまたはそれらの混合物で中和するこ
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とができる。好適なアルキル金属塩としては、ナトリウム、カリウムおよびマグネシウム
が挙げられる。好適なアミンとしては、モノエタノールアミン、トリエタノールアミンお
よびモノイソプロパノールアミンが挙げられる。塩の混合物が用いられる場合には、アル
キル金属塩の好適な混合物は、ナトリウムおよびマグネシウムであることができ、そして
ナトリウムのマグネシウムに対するモル比は、約３：１～約１：１の範囲であることがで
きる。
【００２８】
　本洗浄系は、濃縮物として提供される場合には、アニオン性界面活性剤成分を、水で希
釈した後に所望の湿潤性および洗浄性を有する使用組成物を与えるのに十分な量で含むこ
とができる。この濃縮物は、約０．１質量％～約０．５質量％、約０．１質量％～約１．
０質量％、約１．０質量％～約５質量％、約５質量～約１０質量％、約１０質量％～約２
０質量％、約２０質量～約３０質量％、約０．５質量％～約２５質量％、そして約１質量
％～約１５質量％、および同様の中間的な濃度のアニオン性界面活性剤を含むことができ
る。
【００２９】
　本洗浄系は、ノニオン系界面活性剤成分を含むことができ、これは洗浄力のある量のノ
ニオン性界面活性剤またはノニオン性界面活性剤混合物を含んでいる。ノニオン性界面活
性剤は、油脂除去性を促進するために苛性洗浄剤中に含ませることができる。界面活性剤
成分はノニオン性界面活性剤成分を含んでいてもよいが、ノニオン性界面活性剤成分は、
本洗浄系から排除することができることが理解されなければならない。
【００３０】
　本洗浄系に用いることができるノニオン性界面活性剤としては、ポリアルキレンオキシ
ド界面活性剤（ポリオキシアルキレン界面活性剤またはポリアルキレングリコール界面活
性剤としても知られている）が挙げられる。好適なポリアルキレンオキシド界面活性剤と
しては、ポリオキシプロピレン界面活性剤およびポリオキシエチレングリコール界面活性
剤が挙げられる。この種類の好適な界面活性剤としては、合成有機ポリオキシプロピレン
（ＰＯ）－ポリオキシエチレン（ＥＯ）ブロック共重合体がある。これらの界面活性剤と
しては、ＥＯブロックおよびＰＯブロック、ポリオキシプロピレン単位（ＰＯ）の中心ブ
ロックおよびこのポリオキシプロピレン単位上にグラフトされたポリオキシエチレンのブ
ロック、あるいは結合したＰＯブロックを備えたＥＯの中心ブロックを含むジブロックポ
リマーが挙げられる。更には、この界面活性剤は、分子中に、ポロオキシエチレンまたは
ポリオキシプロピレンのいずれかの更ならるブロックを含むことができる。有用な界面活
性剤の好適な平均分子量の範囲は、約１０００～約４００００の範囲であることができ、
そしてエチレンオキシドの質量％での含有量は、約１０～８０質量％であることができる
。
【００３１】
　付加的なノニオン性界面活性剤としては、アルコールアルコキシレートが挙げられる。
好適なアルコールアルコキシレートとしては、直鎖アルコールエトキシレート、例えば、
Tomadol（登録商標）1-５が挙げられ、これは、１１個の炭素原子を有するアルキル基お
よび５モルのエチレンオキシドを含む界面活性剤である。付加的なアルコールアルコキシ
レートとしては、アルキルフェノールエトキシレート、分岐アルコールエトキシレート、
第二級アルコールエトキシレート（例えば、Dow ChemicalのTergitol 15-S-7）、ヒマシ
油エトキシレート、アルキルアミンエトキシレート、獣脂アミンエトキシレート、脂肪酸
エトキシレート、ソルビトールオレートエトキシレート、末端キャップエトキシレート、
またはそれらの混合物が挙げられる。付加的なノニオン性界面活性剤としては、アミド、
例えば、脂肪族アルカノールアミド、アルキルジエタノールアミド、ココナツジエタノー
ルアミド、ラウラミドジエタノールアミド、ココアミドジエタノールアミド、ポリエチレ
ングリコールココアミド（例えば、ＰＥＧ－６ココアミド）、オレイン酸ジエタノールア
ミド、またはそれらの混合物が挙げられる。付加的な好適なノニオン性界面活性剤として
は、ポリアルコキシル化脂肪族塩基、ポリアルコキシル化アミド、グリコールエステル、
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グリセロールエステル、アミンオキシド、リン酸エステル、アルコールホスフェート、脂
肪族トリグリセリド、脂肪族トリグリセリドエステル、アルキルエーテルホスフェート、
アルキルエステル、アルキルフェノールエトキシレートホスフェートエステル、アルキル
ポリサッカリド、ブロック共重合体、アルキルポリグルコシド、またはそれらの混合物が
挙げられる。
【００３２】
　本洗浄系にノニオン性界面活性剤が含まれる場合には、それらは、少なくとも約０．１
質量％の量で含むことができ、そして約１５質量％以下の量で含むことができる。濃縮物
は、約０．１～１．０質量％、約０．５質量％～約１２質量％または約２質量％～約１０
質量％のノニオン性界面活性剤を含むことができる。
【００３３】
　また、両性界面活性剤も、所望の洗浄性を与えるために用いることができる。用いるこ
とができる好適な両性界面活性剤としては、ベタイン、イミダゾリン、およびプロピオナ
ートが挙げられるが、それらには限定されない。好適な両性界面活性剤としては、スルタ
イン、アンホプロピオネート、アンホジプロピオネート、アミノプロピオネート、アミノ
ジプロピオネート、アンホアセテート、アンホジアセテート、およびアンホヒドロキシプ
ロピルスルホネートが挙げられるが、それらには限定されない。
【００３４】
　本洗浄系が、両性界面活性剤を含む場合には、この両性界面活性剤は、約０．１質量％
～約１５質量％の量で含むことができる。濃縮物は、約０．１質量％～約１．０質量％、
０．５質量％～約１２質量％または約２質量％～約１０質量％の両性界面活性剤を含むこ
とができる。
【００３５】
　本洗浄系は、洗浄力のある量のカチオン性界面活性剤またはカチオン性界面活性剤混合
物を含むカチオン性界面活性剤成分を含むことができる。カチオン性界面活性剤は、消毒
性を与えるように用いることができる。
【００３６】
　本洗浄系で用いることができるカチオン性界面活性剤としては、アミン、例えば第１級
、第２級および第３級のＣ１８アルキルもしくはアルケニル鎖を備えたモノアミン、エト
キシル化アルキルアミン、エチレンジアミンのアルコキシレート、イミダゾール、例えば
１－（２－ヒドロキシエチル）－２－イミダゾリン、２－アルキル－１－（２－ヒドロキ
シエチル）－２イミダゾリンなど、および第４級アンモニウム塩、例えば、アルキル第４
級アンモニウムクロリド界面活性剤、例えば、ｎ－アルキル（Ｃ１２－Ｃ１８）ジメチル
ベンジルアンモニウムクロリド、ｎ－テトラデシルジメチルベンジルアンモニウムクロリ
ド一水和物、およびナフチレン置換第４級アンモニウムクロリド、例えばジメチル－１－
ナフチルメチルアンモニウムクロリドが挙げられるが、それらには限定されない。
【００３７】
＜増粘剤＞
　苛性洗浄剤の粘度は、増粘剤の量に伴って増加し、そして粘性の組成物は、洗浄系が表
面に粘着する用途に有用である。好適な増粘剤としては、処理される表面上に汚染する残
渣を残さない増粘剤を挙げることができる。一般に、本発明で用いることができる増粘剤
としては、天然ガム、例えばキサンタンガム、グアーガム、変性グアー、もしくは植物粘
質物からの他のガム；多糖系増粘剤、例えばアルギン酸塩、デンプンおよびセルロース系
ポリマー（例えば、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロースなど）；
ポリアクリレートポリマーおよび共重合体；ならびに親水コロイド増粘剤、例えばペクチ
ンが挙げられる。通常は、本発明の洗浄系または方法で用いられる増粘剤の濃度は、最終
組成物に求められる粘度によって決められる。しかしながら、一般的な指針として、本洗
浄系中の増粘剤の粘度は、約０．１質量％～約３質量％、約０．１質量％～約２質量％、
または約０．１質量％～約０．５質量％の範囲である。
【００３８】
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＜漂白剤＞
　また、本洗浄系は、基材を明るくし、または白くするために、漂白剤を含むことができ
る。好適な漂白剤の例としては、洗浄プロセスの間に典型的に遭遇する条件下で、活性ハ
ロゲン種、例えばＣｌ２、Ｂｒ２、－ＯＣｌ－および／または－ＯＢｒ－を遊離すること
ができる漂白成分が挙げられる。本洗浄系で用いるための好適な漂白剤としては、例えば
塩素含有化合物、例えば塩素、次亜塩素酸塩およびクロラミンが挙げられる。例示的なハ
ロゲン遊離性化合物としては、アルキル金属ジクロロイソシアヌレート、塩素化リン酸三
ナトリウム、アルカリ金属次亜塩素酸塩、モノクロラミンおよびジクロラミンなどが挙げ
られる。また、本洗浄系中の塩素源の安定性を高めるために、被包された塩素源を用いる
ことができる（例えば、米国特許第4,618,914号および第4,830,773号明細書を参照、これ
らを参照することによって本明細書の内容とする）。また、漂白剤としては、例えばテト
ラアセチルエチレンジアミンなどの活性化剤有り、または無しでの、過酸素化合物または
活性酸素源、例えば過酸化水素、過ホウ酸塩、炭酸ナトリウム過酸化水素化物、リン酸塩
過酸化水素化物、一過硫酸カリウムおよび過ホウ酸ナトリウム一および四水和物、を挙げ
ることができる。本洗浄系は、有効な量の漂白剤を含むことができる。本濃縮物が漂白剤
を含む場合には、漂白剤は、約０．１質量％～約６０質量％、約１質量％～約２０質量％
、約３質量％～約約８質量％、そして約３質量％～約６質量％の量で含むことができる。
【００３９】
＜洗浄充填剤＞
　本洗浄剤は、有効な量の洗浄充填剤を含むことができ、洗浄充填剤は、洗浄剤自体とし
ては機能しないが、しかしながら洗浄剤と協力して本洗浄系の全体的な洗浄能力を向上さ
せる。本洗浄系で用いるために好適な洗浄充填剤としては、硫酸ナトリウム、塩化ナトリ
ウム、デンプン、砂糖、Ｃ１～Ｃ１０アルキレングリコール、例えばプロピレングリコー
ルなどが挙げられる。本濃縮物が洗浄充填剤を含む場合には、洗浄充填剤は、約１質量％
～約２０質量％の範囲、および約３質量％～約１５質量％の範囲の量で含むことができる
。
【００４０】
＜再堆積防止剤＞
　本洗浄系は、洗浄溶液中の汚れの持続した懸濁を容易にし、そして取り除いた汚れが、
洗浄される基材上に再堆積するのを防止するために再堆積防止剤を含むことができる。好
適な再堆積防止剤の例としては、脂肪酸アミド、フルオロカーボン界面活性剤、錯体のリ
ン酸エステル、スチレン無水マレイン酸共重合体、およびセルロース誘導体、例えばヒド
ロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロースなどが挙げられる。本濃縮物が
再堆積防止剤を含む場合には、再堆積防止剤は、約０．５質量％～約１０質量％の範囲、
および約１質量％～約５質量％の範囲の量で含むことができる。
【００４１】
＜安定剤＞
　本洗浄系に用いることができる安定剤としては、第１級脂肪族アミン、ベタイン、ホウ
酸塩、カルシウムイオン、クエン酸ナトリウム、クエン酸、ギ酸ナトリウム、グリセリン
、マレオン酸（maleonic acid）、有機二塩基酸、ポリオール、プロピレングリコールお
よびそれらの混合物が挙げられるが、それらには限定されない。本濃縮物は、安定剤を含
む必要はないが、しかしながら本濃縮物が安定剤を含む場合には、安定剤は、その濃縮物
に所望の水準の安定性を与える量で含むことができる。安定剤の例示的な範囲には、約２
０質量％以下、約０．５質量％～約１５質量％の範囲、および約２質量％～約１０質量％
の範囲が含まれる。
【００４２】
＜分散剤＞
　本洗浄系に用いることができる分散剤としては、マレイン酸／オレフェン共重合体、ポ
リアクリル酸、およそその共重合体ならびにその混合物が挙げられる。本濃縮物は分散剤
を含む必要はないが、しかしながら分散剤が含まれる場合は、分散剤は、所望の分散性を
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与える量で含むことができる。本濃縮物中の分散剤の例示的な範囲には、約２０質量％以
下、約０．５質量％～約１５質量％の範囲、そして約２質量％～約９質量％の範囲が含ま
れる。
【００４３】
＜染料および香料＞
　また、種々の染料、着臭剤、例えば香料、および他の審美的促進剤も、本洗浄系中に含
むことができる。染料、例えば種々のＦＤ＆Ｃ染料、Ｄ＆Ｃ染料などのいずれかを、洗剤
系の外観を変えるために含むことができる。付加的な好適な染料としては、Direct Blue 
86 (Miles)、Fastusol Blue (Mobay Chemical Corp.)、Acid Orange 7 (American Cyanam
id)、Basic Violet 10 (Sandoz)、Acid Yellow 23 (GAF)、Acid Yellow 17 (Sigma Chemi
cal)、Sap Green (Keystone Aniline and Chemical)、Metanil Yellow (Keystone Anilin
e and Chemical)、Acid Blue 9 (Hilton Davis)、Sandolan Blue/Acid Blue 182 (Sandoz
)、Hisol Fast Red (Capitol Color and Chemical)、Fluorescein (Capitol Color and C
hemical)、Acid Green 25 (BASF)、Pylakor Acid Bright Red (Pylam)などが挙げられる
。
【００４４】
　本洗浄系中に含むことができる芳香剤または香料としては、例えばテルペノイド、例え
ばシトロネロール、アルデヒド、例えばアミルシンナムアルデヒド、ジャスミン、例えば
Ｃ１Ｓ－ジャスミンもしくはジャスマル、バニリンなどが挙げられる。
【００４５】
＜補助剤＞
　また、本洗浄系は、いずれかの補助剤を含むことができる。特には、本洗浄系は、本洗
浄系に加えることができる多くの他の成分の中で、安定剤、湿潤剤、増粘剤、起泡剤、腐
食防止剤、殺生物剤、過酸化水素、顔料もしくは染料を含むことができる。そのような補
助剤は、本発明の洗浄系に予め配合すること、または本洗浄系と同時に、もしくは更には
、本発明の洗浄系の添加の後に加えることができる。また、本洗浄系は、用途に必要とさ
れるいずれかの数の成分を含むことができ、それらは知られており、そして本発明の洗浄
系の活性を高めることができる。
【００４６】
＜本発明の洗浄系の態様＞
　本発明の苛性洗浄剤は、汚れを除去すること、および再堆積を防止するのに有効である
。いくつかの好適な例示的な濃縮物組成物が、下記の表中に与えられている。
【００４７】
【表１】

【００４８】
　４４６．５百万分率（ｐｐｍ）の苛性洗浄剤の使用濃縮物は、約２２０ｐｐｍの苛性ソ
ーダをもたらし、４５８．５百万分率（ｐｐｍ）の苛性洗浄剤使用濃縮物は、約３３０ｐ
ｐｍの苛性ソーダをもたらし、そして約５００ｐｐｍの苛性洗浄剤使用濃縮物は、約３６
０ｐｐｍの苛性ソータをもたらす。
【００４９】
　本発明の濃縮した苛性洗浄剤は、固体、液体またはゲル、またはそれらの組み合わせと
して提供することができる。１つの態様では、苛性洗浄剤は、その苛性洗浄剤が、加えら
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れた水を実質的に含まないように、濃縮物として供給することができる。またはその濃縮
物はわずかな量の水を含んでいてもよい。この濃縮物は、濃縮物の輸送費用を低減するた
めに、水なしで配合することができ、または比較的に少量の水を含んで提供することがで
きる。例えば、苛性洗浄剤濃縮物は、圧縮された粉末のカプセルもしくはペレット、固体
または遊離した粉末として、水溶性材料によって収容されるかまたはされないかのいずれ
かで、提供することができる。材料中に本組成物のカプセルまたはペレットを与える場合
には、このカプセルまたはペレットは、水中に導入することができ、そして存在する場合
には、苛性洗浄剤濃縮物を水と接触させるように、この水溶性材料を可溶化、分解また分
散させることができる。この開示の目的では、用語「カプセル」および「ペレット」は、
例示的な目的に用いられており、そして本発明の供給様式を特定の形態に限定することを
意図したものではない。
【００５０】
　液体濃縮物として提供される場合には、この濃縮物は、アスピレータ、蠕動ポンプ、ギ
アポンプ、質量流量計などを用いて、供給装置を通して希釈することができる。また、こ
の液体濃縮物の態様は、ビン、広口ビン、投薬ビン、投薬ヤップ付きビンなどに容れて供
給することができる。液体濃縮物組成物は、多室カートリッジインサート中に充填するこ
とができ、これを次いで、予め計量された量の水を充填された噴霧ボトルまたは他の供給
装置中に置くことができる。
【００５１】
　更に他の態様では、本濃縮物は、容器中に配置するまでに、粉々に崩れることまたは他
の崩壊を阻止する固体で提供することができる。そのような容器は、その容器中に本組成
物濃縮物を配置する前に水で充填するか、またはその容器を、本濃縮物をその容器中に配
置した後に水で充填するかのいずれかであることができる。いずれの場合でも、この固体
濃縮苛性洗浄剤は、水と接触させて、溶解、可溶化、または他のように崩壊させる。特定
の態様では、固体濃縮苛性洗浄剤は、迅速に溶解し、それによって本濃縮物を、使用溶液
にさせ、そして更に最終使用者が、この使用組成物を、洗浄が必要な表面に適用すること
ができる。本苛性洗浄剤が固体として提供される場合には、テーブル１中に上記で与えら
れる本組成物は、当技術分野で知られているいずれかの方法によって本洗浄組成物を固化
するような方法で、変えることができる。例えば、水の量は低減させることができるか、
または付加的な成分、例えば固化剤を、苛性洗浄剤に加えることができる。
【００５２】
　他の態様では、固体濃縮物は、供給装置を通して希釈することができ、それによって水
を固体ブロックに噴霧し、使用溶液を形成する。水流は、機械的、電気的、または水力学
的制御などを用いて、比較的に一定の速度で供給される。また、固体濃縮物は、供給装置
を通して希釈することができ、それによって水は固体ブロックの回りを流れ、固体濃縮物
が溶解すると、使用溶液を生成する。また、固体濃縮物は、ペレット、錠剤、粉末および
ペースト供給器などを通して希釈することができる。
【００５３】
　本濃縮物を希釈するのに用いられる水（希釈水）は、希釈の現場または場所で利用する
ことができる。この希釈水は、その現場によって、種々の水準の硬度を含むことができる
。種々の地方自治体から入手可能な用水は、種々の水準の硬度を有している。種々の地方
自治体の用水中に見られる硬度水準に対処することができる濃縮物を提供することが望ま
しい。希釈水が、少なくとも１グレインの硬度を含む場合には、本濃縮物を希釈するのに
用いられる希釈水は、硬水とみなすことができる。希釈水は、少なくとも５ＧＰＧ（ガロ
ン当たりのグレイン）の硬度、少なくとも１０ＧＰＧの硬度、または少なくとも２０ＧＰ
Ｇの硬度を含むことができることが期待される。
【００５４】
　本濃縮物は、所望水準の洗浄性を有する使用溶液を与えるために、希釈水で希釈される
ことが期待される。使用溶液が、強力なもしくは大量の汚れを除去することが要求される
場合には、本濃縮物は、希釈水で、少なくとも１：１、そして１：８以下の質量比で、希
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釈することが期待される。軽質洗浄用使用溶液が望まれる場合には、本濃縮物は、約１：
１０００以下の濃縮物の水に対する質量比で希釈することができる。
【００５５】
　別の態様では、苛性洗浄剤は、すぐ使用できる（ＲＴＵ）組成物として提供することが
できる。本苛性洗浄剤がＲＴＵ組成物として提供される場合には、より大量の水が、希釈
剤として苛性洗浄剤に加えられる。本濃縮物が、液体として提供される場合には、流動可
能な形態で濃縮物を提供することが望ましく、それによって濃縮物をポンプ送液または吸
引することができる。少量の液体を正確にポンプ送液することは一般に難しいことが見出
された。大量の液体をポンプ送液することが、一般にはより有効である。従って、輸送費
用を低減させるためには、本濃縮物を可能な限り少量で供給することが望ましいけれども
、精確に供給することができる濃縮物を提供することもまた望ましい。液体濃縮物の場合
には、水は、約９０質量％以下、特には約２０質量％～約８５質量％の範囲、より好まし
くは約３０質量％～約８０質量％の範囲、そして最も好ましくは約５０質量％～約８０質
量％の範囲の量で存在することが期待される。
【００５６】
　ＲＴＵ組成物の場合には、上記の洗浄組成物は、所望であれば、苛性洗浄剤の質量を基
準として、約９６質量％以下の水で更に希釈されることに注意しなければならない。
【００５７】
　本発明のすすぎ溶液は、炭酸カルシウム沈殿を防止するのに有効である。本すすぎ溶液
中のキレート化酸の濃度は、多くのパラメータ、例えばすすぎ溶液のｐＨ，その酸の酸性
度、その酸のキレート化特性および水の体積／すすぎ溶液が表面と接触する時間の単位、
に依存する。１つの態様では、本すすぎ溶液は、４．５リットルの水に対して、約２ミリ
リットル（ｍＬ）の５０％キレート化酸を含んでいる。
【００５８】
　本発明の洗浄系は、種々の表面を洗浄するのに有用であることができる。本洗浄系は、
セラミック、セラミックタイル、グラウト、花崗岩、コンクリート、鏡、ホウロウの表面
、アルミニウム、黄銅、ステンレス鋼などを含む金属などを含むが、それらには限定され
ない硬質表面上の汚れを洗浄するのに用いることができる。また、本洗浄系は、汚れたリ
ネン、例えばタオル、シーツおよび不織布を洗浄するために用いることもできる。このよ
うに、本発明の洗浄系は、硬質表面洗浄剤、洗濯用洗浄剤、オーブン洗浄剤、自動車洗浄
剤および器物洗浄用洗浄剤を配合するのに有用である。
【実施例】
【００５９】
　本発明は、以下の例でより具体的に説明されるが、本発明の範囲内での、多くの変更お
よび変化が、当業者には明らかであることから、これらの例は、説明だけを意図したもの
である。特に断りのない限り、以下の例中に報告される、全ての部、パーセントおよび比
率は、質量基準であり、そしてこの例中で用いられる全ての薬品は、下記の化学薬品供給
者から得られるか、または入手可能であるか、あるいは慣用の技術によって合成すること
ができる。
【００６０】
＜試験方法＞
　２つの異なる食器洗浄機を以下の例で用いたが、Hobart Dish Machine AM14およびHoba
rt Dish Machine AM15である。これらの食器洗浄機は、すすぎサイクルにおいて用いられ
る水の量以外は、同様に機能する。Hobart Dish Machine AM14は、すすぎ毎に４．５リッ
トル（１．１９ガロン）を用い、一方で、Hobart Dish Machine AM15は、すすぎ毎に２．
８リットル（０．７４ガロン）を用いる。
【００６１】
＜多サイクルの斑点、膜および汚れ除去＞
　施設用食器洗浄機で、ガラス皮膜、斑点および汚れ除去を評価するための一般的方法を
行った。洗浄試験グラスは、最初に、Hobart Dish Machine AM14およびHobart Dish Mach
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ine AM15中で洗浄した。苛性洗浄剤の性能を、その苛性洗浄剤の、水の斑点または皮膜を
防止し、そしてプラスチックタンブラーおよびLibby Glassタンブラーから汚れを取り除
く能力によって測定した。
【００６２】
　食品汚れを、ビーフシチューとホットポイント汚れ（hot point soil）の５０／５０の
組み合わせを２０００ｐｐｍで用いて調製した。この汚れは、２缶のDinty Mooreビーフ
シチュー、大型環のトマトソース、１５．５本のBlue Bonnetマーガリンおよび粉乳から
なっていた。
【００６３】
　食器洗浄機に水を充填し、そしてヒータを作動させた。最終的なすすぎ温度は、華氏約
１８０度（°Ｆ）に調整した。グラスおよびプラスチックタンブラーを、それらを、Camp
bellのチキンスープのクリーム：Kempの全乳の１：１（ｖ／ｖ）の混合物中で３回ころが
すことによって汚した。これらのグラスを、次いで約１６０°Ｆの温度に加熱したオーブ
ン中に約８分間置いた。これらのグラスが乾燥する間に、器物洗浄機を、約１２０グラム
の食品汚れで準備した。これは、液溜め中に約２０００ｐｐｍの食品汚れに相当する。
【００６４】
　これらのグラスおよびプラスチックタンブラーを、以下の段取りで再堆積の試験をした
グラスおよびプラスチックタンブラーは除いて、次いで、棚に置いた。最初の２列は汚れ
除去を試験し、一方で、２番目の２列は再堆積を試験した。「Ｐ」は、プラスチックタン
ブラーに相当し、そして「Ｇ」は、ガラスタンブラーに相当する。
【００６５】

【表２】

【００６６】
　これらのグラスおよびプラスチックタンブラーは、次いで自動サイクルに掛けた。この
サイクルが終了したら、これらのグラスの上面を乾燥タオルで拭った。前もってスープ／
ミルク混合物中で転がしたグラスを、取り出して、そして再度汚した。再堆積グラスは、
取り出さなかった。
【００６７】
　それぞれのサイクルの開始時に、適正な量の洗浄剤と食品汚れを洗浄タンクに加えて、
すすぎ希釈液を作った。このサイクルを７回繰り返した。これらのグラスを、次いで一晩
乾燥させ、そして１／２のグラスをCommassie Blueで染色し、そしてタンパク質残渣を識
別するために脱染した。
【００６８】
　Commassie Blue染料を調製するために、約１．２５ｇのCommassie Blue Rを、約４５ｍ
Ｌの酢酸および約４５５ｍＬの、蒸留水中の５０％アルコールと混合した。グラスとプラ
スチックタンブラーを、この染料中に浸漬し、そして脱染溶液ですすぎをした。タンパク
質残渣は、青色に染色された。脱染溶液は、蒸留水中に、約４５％のメタノールと１０％
の酢酸であった。これらのグラスを、一旦Commassie Blueで染色して、そして一晩乾燥し
て、白色の背景に対して目視で等級付けした。
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【００６９】
　他の１／２のグラスを、脂肪およびオイルを識別するために、Sudan IVで染色した。Su
dan IV染料を調製するために、約０．１グラムのSudan IVを、約５０ｍＬのアセトンに加
えた。約３５ｍＬの１００％エタノールおよび約１５ｍＬの蒸留水を加えた。この溶液を
、Watman＃１または＃２ろ紙を用いてろ過した。このグラスを、この染料中に浸漬し、そ
して約１分間放置した。これらのグラスを、次いで、３５％のエタノール溶液で脱染し、
そして蒸留水ですすぎをした。いずれかの脂肪およびオイルは、赤色に染色された。
【００７０】
＜施設用の器物洗浄用洗浄剤の１００サイクルの膜評価＞
　施設用の器物洗浄用洗浄機中で、ガラスおよびプラスチックの膜の集積の評価のための
一般的な方法を実施した。試験グラスは、Hobart Dish Machine AM14おおびHobart Dish 
Machine AM15中で、予め定めた濃度の洗浄剤で洗浄した。グラスの全てを、処理せずに置
き、そして膜の集積を試験した。６個のグラスを、最初に洗浄し、そして食器洗浄機を適
切な水で充填した。この水は、硬度を試験し、そしてその値を記録した。次いで、タンク
のヒータを作動させた。
【００７１】
　食器洗浄機を作動させ、そして洗浄およびすすぎサイクルを約１５０°Ｆ～約１６０°
Ｆの洗浄温度、そして約１７５°Ｆ～約１９０°Ｆのすすぎ温度に達するまで食器洗浄機
を運転した。次いで、制御器を、適切な量の洗浄剤を洗浄タンク中に施すように設定した
。
【００７２】
　Raburnラック中に、下記の配置で、６個の汚れのないガラスを対角線上に置き、そして
１個のプラスチックタンブラーを、対角線をはずれて置いた。「Ｐ」はプラスチックタン
ブラーに相当し、そして「Ｇ」はガラスタンブラーに相当する。
【００７３】
【表３】

【００７４】
　次いで、１００サイクル試験を開始した。それぞれの洗浄サイクルの最初に、適切な量
の洗浄剤を、食器洗浄機中に自動的に供給し、初期の洗浄剤濃度を維持した。洗浄剤濃度
を、導電率によって制御した。
【００７５】
　グラスおよびプラスチックタンブラーを、一晩乾燥させ、そして強い光源を用いて膜の
積層を評価した。
【００７６】
例１：苛性洗浄剤＋脱イオン水
　器物の表面上にカルシウムの沈殿を引き起こすのはすすぎ溶液中の硬水であるとの理論
を先ず試験するために、苛性洗浄剤および、脱イオン水だけを含むすすぎ溶液を用いた洗
浄系を、上記に記載した１００サイクル膜評価法に従って、試験した。この苛性洗浄剤組
成物を、テーブル２中に列挙した、水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウム、水酸化リ
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チウムおよび界面活性剤の成分濃度で配合した。
【００７７】
【表４】

【００７８】
　テーブル３に、すすぎ溶液、洗浄剤と水酸化ナトリウムの濃度、洗浄サイクルの数、水
の硬度、運転が行なわれた機械、およびこの洗浄系で洗浄された後のグラスおよびプラス
チックの外観を与えた。
【００７９】

【表５】

【００８０】
　テーブル３中の結果は、すすぎ溶液中に脱イオン水が用いられた場合には、その洗浄系
で洗浄された器物の表面上に、カルシウムの沈殿は形成されないことを示している。従っ
て、器物上の斑点または皮膜は、器物洗浄操作のすすぎサイクルの間に通常用いられる硬
水によって引き起こされている。
【００８１】
例２：ミルクの汚れ
　テーブル２中に与えられた苛性洗浄剤が、汚れを取り除き、そして汚れのないグラス上
へ汚れの再堆積を防止する十分な能力を有していることを試験するために、グラスおよび
プラスチックタンブラーを、ミルクで汚し、そして次いで、上記の多サイクル斑点、皮膜
および汚れ除去法に付した。このグラスおよびプラスチックタンブラーを、テーブル２中
に記載した苛性洗浄剤を用いて洗浄した。中間的なすすぎ工程はなかった。１０サイクル
の最後に、これらのグラスおよびタンブラーを、脱イオン水ですすいだ。器物からの汚れ
の除去を評価するために、これらのグラスおよびプラスチックタンブラーを、Commasie B
lueおよびSudan IVで染色して、器物の表面上へのタンパク質および脂肪の堆積を調べた
。
【００８２】
　テーブル４に、洗浄サイクルの数、水の硬度、運転を行った機械、苛性洗浄剤で洗浄さ
れた後のグラスおよびプラスチックの外観、グラスおよびプラスチックタンブラー上への
再堆積の量、ならびにいずれかのCommasie BlueもしくはSudan IV染色を与えた。
【００８３】
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【表６】

【００８４】
　テーブル４中の結果によってわかるように、これらのグラスおよびプラスチックタンブ
ラーが本発明の苛性洗浄剤で洗浄された場合には、これらのグラスおよびプラスチックタ
ンブラーの表面上に脂肪もしくはタンパク質の堆積はなかった。更に、再堆積を試験した
これらのガラスおよびプラスチックの表面は、汚れがなかった。
【００８５】
例３：苛性洗浄剤＋５０％グルコン酸を２ｍＬ／すすぎ
　高度に苛性の洗浄剤および脱イオン水を用いた洗浄系が、汚れのないガラスおよびプラ
スチック表面をもたらすことが確認された後に、キレート化酸を、すすぎ溶液としての使
用のために、硬水に加えた。すすぎ水に、キレート化酸を加えて、苛性洗浄剤によってグ
ラスおよびプラスチックタンブラーの表面上に残された残余のアルカリ性のための、すす
ぎ工程の間の水の硬度の沈殿を、防止することができることを試験した。上記の１００サ
イクルの膜評価法に従って、種々の洗浄系の、ガラスおよびプラスチック表面からタンパ
ク質を除去する能力を試験するために、苛性洗浄剤組成物を、テーブル５中に列挙したよ
うに、水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウムおよび水酸化リチウムの成分濃度で、先
ず配合した。
【００８６】
【表７】

【００８７】
　苛性洗浄剤を、硬水すすぎとの組み合わせ、および５０質量％のグルコン酸を含む水性
すすぎ溶液との組み合わせで用いた。テーブル６に、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤お
よび水酸化ナトリムの濃度、洗浄サイクルの数、水の硬度、運転を行った機械、ならびに
この洗浄系で洗浄された後のグラスおよびプラスチックタンブラーの外観を与えた。
【００８８】
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【表８】

【００８９】
　テーブル６中の結果から分かるように、グルコン酸すすぎを含んだ洗浄系は、曇りのな
いグラスおよびプラスチック表面をもたらし、一方で、硬水すすぎを含んだ洗浄系は、つ
や消しのガラスおよび斑点のあるプラスチックをもたらした。このことは、グルコン酸す
すぎを含む洗浄系によって洗浄されたグラスおよびプラスチックタンブラーが、硬水すす
ぎを用いた洗浄系によって洗浄されたグラスおよびプラスチックタンブラーの洗浄サイク
ルのほとんど２倍の洗浄サイクルを経ても、当てはまる。
【００９０】
例４：苛性洗浄剤＋種々の濃度のグルコン酸すすぎ溶液
　次いで、他の苛性洗浄剤組成物を、テーブル７中に列挙した、水酸化ナトリウム、アル
ミン酸ナトリウム、水酸化リチウムおよび界面活性剤の成分濃度で配合した。
【００９１】
【表９】

【００９２】
　試験した下記の洗浄系の全ては、テーブル７中に列挙され、そして種々の濃度のグルコ
ン酸を含んだ苛性洗浄剤を用いた。５０％グルコン酸を含むすすぎ溶液を、２種の洗浄系
に用い、１方の洗浄系は、０．９７ｍＬ／すすぎで用い、そして他方の洗浄系は、２．０
４ｍＬ／すすぎで用いた。９％のグルコン酸を含むすすぎ溶液を、２種の洗浄系中で用い
、１方の洗浄系は、１ｍＬ／すすぎで用い、そして他方の洗浄系は、３ｍＬ／すすぎで用
いた。テーブル８に、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤および水酸化ナトリムの濃度、洗
浄サイクルの数、水の硬度、運転を行った機械、ならびに洗浄系で洗浄された後のグラス
およびプラスチックタンブラーの外観を与えた。
【００９３】
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【表１０】

【００９４】
　テーブル８には、すすぎ溶液中のキレート化酸の濃度が、ガラスおよびプラスチック表
面上へのカルシウムの沈殿の防止に有している効果を示している。５０％のグルコン酸の
１ｍＬ／すすぎおよび２ｍＬ／すすぎの濃度で、本洗浄系で洗浄された器物は、Hobart D
ish Machine AMI 5中での、たった２５サイクルの後に、つや消しのグラスおよび斑点の
あるプラスチックをもたらした。
【００９５】
　また、テーブル８は、９％のグルコン酸を１ｍＬ／すすぎおよび３ｍＬ／すすぎの濃度
で含むすすぎ溶液は、グラスおよびプラスチックタンブラーの表面上へのカルシウム沈殿
を防止しなかったことを示している。Hobart Dish Machine AM15中のたった２５サイクル
の後に、これらのグラスは、非常につや消しであり、そしてプラスチックタンブラーは、
斑点があった。
【００９６】
例５：苛性洗浄剤＋種々のグルコン酸濃度のすすぎ溶液
　苛性洗浄剤組成物を、テーブル９中に列挙したように、水酸化ナトリウム、アルミン酸
ナトリウム、水酸化リチウムおよび界面活性剤の成分濃度で配合した。
【００９７】
【表１１】

【００９８】
　本洗浄系は、テーブル９中に列挙した苛性洗浄剤ならびに、５０％グルコン酸を約２ｍ
Ｌ／すすぎおよび約３．６ｍＬ／すすぎの濃度で含むすすぎ溶液を用いた。テーブル１０
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には、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤および水酸化ナトリウムの濃度、洗浄サイクルの
数、水の硬度、運転を行った機械、ならびに洗浄系で洗浄した後のガラスおよびブラスチ
ックタンブラーの外観を与えている。
【００９９】
【表１２】

【０１００】
　テーブル１０中に見ることができるように、すすぎ溶液中の５０％グルコン酸の濃度が
２ｍＬ／すすぎおよび３．６ｍＬ／すすぎに増加した場合にも、Hobart Dish Machine AM
14中での洗浄とすすぎの、２７および２５サイクルそれぞれの後に、グラスはなお、表面
上にスケールを有していた。
【０１０１】
例６：デンプンの除去（５％の米粉汚れ）
　本発明の苛性洗浄剤の、器物表面からデンプンを除去する能力を試験するために、苛性
洗浄剤組成物を、テーブル１１中に列挙した水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウム、
水酸化リチウムおよび界面活性剤の成分濃度で配合した。
【０１０２】
【表１３】

【０１０３】
　苛性洗浄剤組成物を、すすぎ溶液なしで、そして５０％グルコン酸を９．８５ｍＬ含む
すすぎ溶液ありで、試験した。テーブル１２には、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤およ
び水酸化ナトリムの濃度、洗浄サイクルの数、水の硬度、運転を行った機械、洗浄系で洗
浄した後のグラスおよびプラスチックタンブラーの外観、ならびにグラスおよびプラスチ
ック上の再堆積の量を与えた。グラスおよびプラスチックタンブラーは、この苛性洗浄剤
組成物がデンプンを除去するか否かを試験するために、洗浄およびすすぎの前に、５％の
米粉の汚れで被覆した。
【０１０４】
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【表１４】

【０１０５】
　テーブル１２中のデータに見ることができるように、グラスおよびプラスチックタンブ
ラーをすすぐのに硬水が用いられた場合には、器物上に少量の再堆積があった。対照的に
、９．８５ｍＬの５０％のグルコン酸を、すすぎ溶液に加えた場合には、グガラスまたは
プラスチックタンブラーの表面上にカルシウムの沈殿または再堆積はなかった。
【０１０６】
例７：脂肪、タンパク質およびデンプンの除去
　高度に苛性の洗浄剤および、グルコン酸を含んだすすぎ溶液を含む洗浄系の、上記の多
サイクルの斑点、皮膜および汚れ除去法に従って、グラスおよびプラスチック表面からタ
ンパク質を除去する能力を試験するために、苛性洗浄剤組成物を、テーブル１３中に列挙
したような水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウム、水酸化リチウムおよび界面活性剤
の成分濃度で、先ず配合した。
【０１０７】

【表１５】

【０１０８】
　テーブル１３中に与えた苛性洗浄剤が、汚れを除去し、そして汚れの器物上への再堆積
を防止する十分な能力を有していることを試験するために、複数のグラスおよびプラスチ
ックタンブラーを、苛性洗浄剤および、５０％のグルコン酸を１ｍＬ／すすぎの濃度で含
むすすぎ溶液で洗浄する前に、Cream of Chicken Soupで汚した。Cream of Chicken Soup
は、これが脂肪、タンパク質およびデンプンを含んでおり、３種類全ての除去を一時に試
験することを可能にするためである。Cream of Chicken Soupは、この組成物中に存在す
る汚れの高水準の利益を得るために、希釈せずに用いた。
【０１０９】
　テーブル１４には、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤および水酸化ナトリムの濃度、洗
浄サイクルの数、水の硬度、運転を行った機械、洗浄系で洗浄した後のグラスおよびプラ
スチックタンブラーの外観、ならびにグラスおよびプラスチック上の再堆積の量を与えた
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。
【０１１０】
【表１６】

【０１１１】
　テーブル１４には、５ＧＰＧの５０％のグルコン酸の１ｍＬ／すすぎの溶液は、器物表
面上への炭酸カルシウムの堆積を制御するのにほぼ十分であり、そしてほんの少量の斑点
が存在していた。このことは、用いた酸キレート化剤濃度とすすぎサイクルの水の硬度と
の間の関係を示している。
【０１１２】
　テーブル１５に、Commassie BlueおよびSudan IV染色試験の結果を与えた。Commassie 
BlueおよびSudan IV染色試験は、基準を確立するために、最初に、新しく、そして汚され
ていない器物で行った。次いで、再堆積汚れおよび器物上に残るタンパク質汚れの量を定
めるために、Commassie Blue染色試験を、テーブル１３の苛性洗浄剤および、１ｍＬ／す
すぎの濃度の５０％のグルコン酸を含むすすぎ溶液を用いて洗浄とすすぎを行った器物で
実施した。また、器物上に残る脂肪汚れの量を定めるために、Sudan IV染色試験を、テー
ブル１３の苛性洗浄剤および５０％のグルコン酸を含むすすぎ溶液を用いて洗浄とすすぎ
を行った器物で実施した。
【０１１３】

【表１７】

【０１１４】
　テーブル１５に見られるように、新しく、そして汚れていないガラスおよびプラスチッ
ク表面は、Commassie BlueおよびSudan IVのそれぞれで染色された場合に、若干青および
若干ピンクの色調をもたらした。従って、汚されること、または洗浄されることなしでも
、これらのグラスおよびプラスチックタンブラーは、少量の染料を吸着した。テーブル１
３の苛性洗浄剤で洗浄され、そして１ｍＬ／すすぎの濃度の５０％グルコン酸を含むすす
ぎ溶液ですすいだグラスおよびプラスチックタンブラーもまた、若干青および若干ピンク
の色調をもたらした。このことは、この洗浄系は、カルシウム沈殿および再付着を防止す
ることに成功したことを示している。
【０１１５】
例８：苛性洗浄剤＋単独のポリマー
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　苛性洗浄剤を、すすぎ溶液中の効果的な量のキレート化酸と組み合わせて使用すること
が、カルシウムの沈殿の防止を可能にすることを確認した後で、種々の苛性洗浄剤を、他
の基本的な成分、例えばポリマーおよびキレート化剤を含むように配合した。次いで、１
つの成分を配合品に加えて、この配合品が、器物表面上への水の硬度の堆積を防止するよ
うに、すすぎサイクルの間に器物表面上に十分長く留まることができるか否かを確認する
ために、これらの苛性洗浄剤を試験した。第１の苛性洗浄剤組成物を、テーブル１６中に
示した水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウム、水酸化リチウム、界面活性剤およびポ
リマーの成分濃度で配合した。特に、苛性洗浄剤は、Acusol 505N（Dow Chemical Compan
y（ミッドランド、ミシガン州）から入手可能な、約４００００ｇ／モルの分子量を有す
るアクリレート－マレイン酸共重合体）を含んでいた。
【０１１６】
【表１８】

【０１１７】
　本洗浄系は、苛性洗浄剤および、すすぎ溶液として硬水を用いた。テーブル１７に、す
すぎ溶液、洗浄剤および水酸化ナトリウムの濃度、洗浄サイクルの数、水の硬度、運転を
行った機械ならびに本洗浄系で洗浄した後のグラスおよびプラスチックタンブラーの外観
を与えた。
【０１１８】

【表１９】

【０１１９】
　テーブル１７から分かるように、器物洗浄用洗浄剤に通常用いられているポリマーの、
苛性洗浄剤への添加は、カルシウムの沈殿を防止しなかった。
【０１２０】
例９：苛性洗浄剤＋ポリマーの組み合わせ
　次いで、２種の異なるポリマー、Acusol 445NDおよびAcusol 505Nを含む、他の苛性洗
浄剤を配合して、同様の水準の水酸化ナトリウムおよび炭酸ナトリウムを含む洗浄剤配合
で非常に良好に働くポリマーとの組み合わせが、炭酸塩を含まない配合と同様の結果を与
えるか否かを試験した。苛性洗浄剤中の、水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウム、水
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酸化リチウム、界面活性剤、Acusol 445NDおよびAcusol 505Nの成分濃度は、テーブル１
８に示したとおりである。Acusol 445NDは、Dow Chemical Company（ミッドランド、ミシ
ガン州）から入手可能な、約４５００ｇ／モルの分子量を有する、固体のアクリレートポ
リマーである。
【０１２１】
【表２０】

【０１２２】
　本洗浄系は、苛性洗浄剤および、すすぎ溶液として硬水を用いた。テーブル１９に、す
すぎ溶液、洗浄剤および水酸化ナトリウムの濃度、洗浄サイクルの数、水の硬度、運転を
行った機械、ならびに本洗浄系で洗浄した後のグラスおよびプラスチックタンブラーの外
観を与えた。
【０１２３】

【表２１】

【０１２４】
　テーブル１９から分かるように、器物洗浄用洗浄剤に通常用いられるポリマーであるAc
usol 445NDおよびAcusol 505Nの添加は、１５の１０．５ＧＰＧの水の硬度水準では、カ
ルシウムの沈殿を防止しなかった。
【０１２５】
例１０：苛性洗浄剤＋Ｎａ３ＡＳＤＡキレート化剤
　次いで、キレート化剤を含む苛性洗浄剤組成物を、テーブル２０中に示した、水酸化ナ
トリウム、アルミン酸ナトリウム、水酸化リチウム、界面活性剤およびキレート化の剤成
分濃度で配合した。特に、用いたキレート化剤は、エチレンジアミン四酢酸の通常の代用
品であるアスパラギン酸－Ｎ，Ｎ－二酢酸の三ナトリウム塩であった。
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【表２２】

【０１２７】
　本洗浄系は、苛性洗浄剤および、すすぎ溶液として硬水を用いた。テーブル２１に、す
すぎ溶液、洗浄剤および水酸化ナトリウムの濃度、洗浄サイクルの数、水の硬度、運転を
行った機械、ならびに本洗浄系で洗浄した後のグラスおよびプラスチックタンブラーの外
観を与えた。
【０１２８】
【表２３】

【０１２９】
　テーブル２１から分かるように、苛性洗浄剤へのキレート化剤の添加は、カルシウムの
沈殿を防止しなかった。
【０１３０】
例１１：苛性洗浄剤＋５０％クエン酸を２ｍＬ／すすぎ
　グルコン酸が、適切な濃度で、ガラスおよびプラスチックの表面上へのカルシウムの堆
積および再堆積を防ぐのに効果的であることを確認した後に、他のキレート化剤を、苛性
洗浄剤との組み合わせで、ガラスおよびプラスチックからタンパク質を除去する、ならび
に上記の方法に従ってカルシウムの沈殿を防止するための、それらの能力を確認するため
に試験した。苛性洗浄剤組成物を、テーブル２２に示した水酸化ナトリウム、アルミン酸
ナトリウム、水酸化リチウムおよび界面活性剤の成分濃度で配合した。
【０１３１】
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【表２４】

【０１３２】
　苛性洗浄剤組成物を、硬水すすぎ、および２ｍＬ／すすぎの濃度で５０％のクエン酸を
含むすすぎ溶液とともに試験した。テーブル２３に、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤お
よび水酸化ナトリウムの濃度、洗浄サイクルの数、水の硬度、運転を行った機械、ならび
に本洗浄系で洗浄した後のグラスおよびプラスチックタンブラーの外観を与えた。
【０１３３】

【表２５】

【０１３４】
　テーブル２３中の結果から分かるように、クエン酸すすぎ溶液を含む本洗浄系は、曇り
のないガラスおよび、ほんの少しだけ斑点の付いたプラスチック表面をもたらし、一方で
、硬水すすぎ溶液を含む洗浄系は、艶消しのグラスをもたらした。
【０１３５】
　テーブル２２に与えられた苛性洗浄剤が、清澄なグラス上の汚れを取り除き、そして汚
れの再堆積を防止する十分な能力を有することを試験するために、複数のグラスおよびプ
ラスチックタンブラーを、Cream of Chicken Soupで汚し、その後、苛性洗浄剤および２
ｍＬ／すすぎの濃度の５０％クエン酸を含むすすぎ溶液で洗浄した。Cream of Chicken S
oupは、これが脂肪、タンパク質およびデンプンを含んでおり、３種類全ての除去を一度
に試験することを可能にするために用いた。Cream of Chicken Soupは、組成物中に存在
する汚れの高い水準を利用するたに、希釈せずに用いた。
【０１３６】
　汚れ除去を評価するため、グラスおよびプラスチックタンブラーを、Commasie Blue an
d Sudan IVで染色して、表面上のタンパク質と脂肪を調べた。
【０１３７】
　テーブル２４に、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤および水酸化ナトリウムの濃度、洗
浄サイクルの数、水の硬度、運転を行った機械、本洗浄剤で洗浄した後のグラスおよびプ
ラスチックタンブラーの外観、グラスおよびプラスチックタンブラー上の再堆積の量、な
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らびにCommassie Blue and Sudan IV染色試験の結果を与えた。
【０１３８】
【表２６】

【０１３９】
　テーブル２４中の結果から分かるように、テーブル２２の苛性洗浄剤および２ｍＬ／す
すぎの濃度の５０％クエン酸を含むすすぎ溶液を含む洗浄系は、グラスおよびプラスチッ
クタンブラーの表面からのタンパク質および脂肪の汚れをとり除くのに有効であった。ま
た、テーブル２４は、本洗浄系が、再堆積を防止するのに効果的であったことを示してい
る。
【０１４０】
例１２：苛性洗浄剤＋５０％クエン酸を２ｍＬ／すすぎ
　次いで、苛性洗浄剤組成物を、テーブル２５に示した水酸化ナトリウム、アルミン酸ナ
トリウム、水酸化リチウム、および界面活性剤の成分濃度で配合した。
【０１４１】

【表２７】

【０１４２】
　本洗浄系は、苛性洗浄剤および、２ｍＬ／すすぎの濃度で５０％のクエン酸を含むすす
ぎ組成物を用いた。テーブル２６に、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤および水酸化ナト
リウムの濃度、洗浄サイクルの数、水の硬度、運転を行った機械、ならびに本洗浄剤で洗
浄した後のグラスおよびプラスチックタンブラーの外観を与えた。
【０１４３】

【表２８】

【０１４４】
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　テーブル２６では、２ｍＬ／すすぎで５０％クエン酸を含むすすぎ溶液を用いることで
、ガラスおよびプラスチック表面上へのカルシウムの沈殿を防止することを示している。
【０１４５】
例１３：苛性洗浄剤＋クエン酸ナトリウム／クエン酸すすぎ溶液
　次いで、上記の１００サイクルフィルム評価法に従って、異なるすすぎ溶液を有する種
々の洗浄系の、ガラスおよびプラスチックからタンパク質を取り除く能力を試験した。苛
性洗浄剤組成物を、テーブル２７中に示した水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウム、
水酸化リチウムおよび界面活性剤の成分濃度で配合した。
【０１４６】
【表２９】

【０１４７】
　本洗浄系は、苛性洗浄剤ならびに、クエン酸ナトリウムまたはクエン酸のいずれかを含
むすすぎ溶液を用いた。第１のすすぎ溶液は、クエン酸ナトリウムが、カルシウムの堆積
を防止するのに有効であるか否かを調べるために、４ｍＬ／すすぎの濃度で４０％のクエ
ン酸ナトリウムを含んでいた。２つのすすぎ溶液は、異なる濃度の５０％のクエン酸を含
んでいた。テーブル２８に、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤および水酸化ナトリウムの
濃度、洗浄サイクルの数、水の硬度、運転を行った機械、ならびに本洗浄剤で洗浄した後
のグラスおよびプラスチックタンブラーの外観を与えた。
【０１４８】
【表３０】

【０１４９】
　テーブル２８は、クエン酸ナトリウムが、すすぎ溶液には有効でないこと、およびキレ
ート化酸を用いなければならないことを示している。更に、すすぎ溶液中のキレート化酸
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の濃度が、表面上への水の硬度の堆積を防止するのに重要である。特に、１．２４ｍＬ／
すすぎの濃度の５０％クエン酸は、５０サイクルの後に、スケールと斑点の付着をもたら
し、一方で、２ｍＬ／すすぎの濃度の５０％クエン酸は、曇りのないガラスおよびプラス
チック表面をもたらし、そして食器洗浄機内にスケール付着がなかった。
【０１５０】
例１４：苛性洗浄剤＋クエン酸ナトリウムキレート化剤
　次いで、苛性洗浄剤を、クエン酸が、すすぎ溶液中に存在しなければならないか否かを
確認するために、キレート化剤とともに配合した。苛性洗浄剤組成物を、テーブル２９中
に示した水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウム、水酸化ナトリウム、界面活性剤およ
びキレート化剤の成分濃度で配合した。特に、用いたキレート化剤は、水和したクエン酸
ナトリウムであった。
【０１５１】
【表３１】

【０１５２】
　本洗浄系は、テーブル２９中に示した苛性洗浄剤および硬水すすぎを用いた。テーブル
３０に、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤および水酸化ナトリウムの濃度、洗浄サイクル
の数、水の硬度、運転を行った機械、ならびに本洗浄剤で洗浄した後のグラスおよびプラ
スチックタンブラーの外観を与えた。
【０１５３】

【表３２】

【０１５４】
　テーブル３０中の結果は、キレート化剤を苛性洗浄剤組成物に加えることは、カルシウ
ムの沈殿を防止しなかったことを示している。その酸がキレート化剤であることに加えて
、ある程度の酸性度が必要である。
【０１５５】
例１５：苛性洗浄剤＋種々の濃度の酒石酸すすぎ溶液
　酒石酸を、すすぎ溶液中で、苛性洗浄剤との組み合わせで、上記の１００サイクルフィ
ルム評価法に従って、ガラスおよびプラスチックからタンパク質を取り除く、その能力を
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試験した。苛性洗浄剤組成物を、テーブル３１中に示した水酸化ナトリウム、アルミン酸
ナトリウム、水酸化リチウムおよび界面活性剤の成分濃度で配合した。
【０１５６】
【表３３】

【０１５７】
　本洗浄系は、テーブル３１中に示した苛性洗浄剤および、４０％もしくは５０％のいず
れかの酒石酸を含むすすぎ溶液を用いた。テーブル３２に、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗
浄剤および水酸化ナトリウムの濃度、洗浄サイクルの数、水の硬度、運転を行った機械、
ならびに本洗浄剤で洗浄した後のグラスおよびプラスチックタンブラーの外観を与えた。
【０１５８】

【表３４】

【０１５９】
　テーブル３２中に示したように、２ｍＬ／すすぎで４０％酒石酸を含むすすぎ溶液を用
いることは、１００サイクル後のカルシウムの沈殿を防止しなかった。これらのグラスは
、外側の表面上に筋状の膜を有しており、そしてプラスチックタンブラーは斑点が付着し
ていた。更に、Hobart Dish Machine AM14の内側に、多量のスケールが蓄積された。
【０１６０】
　２ｍＬ／すすぎ濃度の５０％酒石酸を含むすすぎ溶液が用いられる場合には、Hobart D
ish Machine AM14中で洗浄およびすすぎをされた器物は、グラス上の若干のスケール付着
とプラスチック上の斑点付着をもたらした。器物が、同じすすぎ溶液を用いてHobart Dis
h Machine AMI 5中で、そして従ってすすぎサイクル中で、減少された量の水のために増
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、単に非常に少しだけスケールおよび斑点が付着した。
【０１６１】
例１６：苛性洗浄剤＋６．５％酒石酸を２ｍＬ／すすぎ
　苛性洗浄剤組成物を、テーブル３３に示した水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウム
、水酸化リチウムおよび界面活性剤の成分濃度で配合した。
【０１６２】
【表３５】

【０１６３】
　本洗浄系は、苛性洗浄剤および、２ｍＬ／すすぎの濃度で、６．５％の酒石酸を含むす
すぎ液を用いた。テーブル３４に、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤および水酸化ナトリ
ウムの濃度、洗浄サイクルの数、水の硬度、運転を行った機械、ならびに本洗浄剤で洗浄
した後のグラスおよびプラスチックタンブラーの外観を与えた。
【０１６４】

【表３６】

【０１６５】
　６．５％の酸性度で、２ｍＬ／すすぎの濃度の酒石酸は、カルシウムの沈殿を防止する
のに有効ではなかった。
【０１６６】
例１７：苛性洗浄剤＋酒石酸ナトリウムキレート化剤
　次に、苛性洗浄剤組成物を、酒石酸が、すすぎ溶液中に存在しなければならないか否か
を確認するために、キレート化剤と配合した。苛性洗浄剤組成物を、テーブル３５に示し
た水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウム、水酸化リチウム、界面活性剤およびキレー
ト化剤の成分濃度で配合した。特に、用いたキレート化剤は、水和された酒石酸なトリム
であった。
【０１６７】
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【０１６８】
　本洗浄系は、テーブル３５中に示した苛性洗浄剤および硬水すすぎを用いた。テーブル
３６に、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤および水酸化ナトリウムの濃度、洗浄サイクル
の数、水の硬度、運転を行った機械、ならびに本洗浄剤で洗浄した後のグラスおよびプラ
スチックタンブラーの外観を与えた。
【０１６９】

【表３８】

【０１７０】
　テーブル３６中の結果は、苛性洗浄剤組成物へキレート化剤を加えることは、カルシウ
ムの沈殿を防止しなかったことを示している。その酸がキレート化剤であるのに加えて、
ある程度の酸性度が必要である。
【０１７１】
例１８：苛性洗浄剤＋酒石酸ナトリウムキレート化剤＋ポリマー
　次に、苛性洗浄剤を、本洗浄系が、沈殿を防止するのに有効か否かを確認するために、
キレート化剤およびポリマーと配合した。苛性洗浄剤を、テーブル３７に示した水酸化ナ
トリウム、アルミン酸ナトリウム、水酸化リチウム、界面活性剤、キレート化剤およびポ
リマーの成分濃度で配合した。特に、用いたキレート化剤は、水和された酒石酸ナトリウ
ムであり、そして用いたポリマーは、Acusol 445 NDであった。
【０１７２】
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【表３９】

【０１７３】
　本洗浄系は、苛性洗浄剤およびすすぎ溶液として硬水を用いた。テーブル３８に、すす
ぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤および水酸化ナトリウムの濃度、洗浄サイクルの数、水の硬
度、運転を行った機械、ならびに本洗浄剤で洗浄した後のグラスおよびプラスチックタン
ブラーの外観を与えた。
【０１７４】
【表４０】

【０１７５】
　テーブル３８中の結果から分かるように、苛性洗浄剤にキレート化剤およびポリマーを
加えることは、カルシウムの沈殿を防止しなかった。
【０１７６】
例１９：苛性洗浄剤＋２８．４７％乳酸を１ｍＬ／すすぎ
　すすぎ剤溶液に乳酸を加えることを、苛性洗浄剤との組み合わせで、上記の１００サイ
クルフィルム評価法に従って、ガラスおよびプラスチックからタンパク質を取り除く、そ
の能力を確認するために試験した。苛性洗浄剤組成物を、テーブル３９中に示した水酸化
ナトリウム、アルミン酸ナトリウム、水酸化リチウムおよび界面活性剤の成分濃度で配合
した。
【０１７７】
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【表４１】

【０１７８】
　試験した洗浄系は、苛性洗浄剤および、１ｍＬ／すすぎの濃度で、２８．４７％の乳酸
を含むすすぎ溶液を、Hobart Dish Machine AM14およびHobart Dish Machine AM15の両方
で用いた。テーブル４０に、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤および水酸化ナトリウムの
濃度、洗浄サイクルの数、水の硬度、運転を行った機械、ならびに本洗浄剤で洗浄した後
のグラスおよびプラスチックタンブラーの外観を与えた。
【０１７９】
【表４２】

【０１８０】
　１ｍＬ／すすぎの濃度の２８．４７％乳酸は、十分な酸性度またはキレート化能力のい
ずれも含んでいなかったことが信じられた。しかしながら、すすぎ溶液中の乳酸の濃度の
増加は、器物上のカルシウムの沈殿を防止する能力をもたらす可能性が最も高い。
【０１８１】
例２０：苛性洗浄剤＋３３．２％マレイン酸を２ｍＬ／すすぎ
　すすぎ剤溶液にマレイン酸を加えることを、苛性洗浄剤との組み合わせで、上記の１０
０サイクルフィルム評価法に従って、ガラスおよびプラスチックからタンパク質を取り除
く、その能力を確認するために試験した。苛性洗浄剤組成物を、テーブル４１中に示した
水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウム、水酸化リチウムおよび界面活性剤の成分濃度
で先ず配合した。
【０１８２】



(35) JP 2013-528679 A 2013.7.11

10

20

30

40

【表４３】

【０１８３】
　用いた洗浄系は、苛性洗浄剤および、２ｍＬ／すすぎの濃度で３３．２％のマレイン酸
を含むすすぎ溶液を用いた。テーブル４２に、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤および水
酸化ナトリウムの濃度、洗浄サイクルの数、水の硬度、運転を行った機械、ならびに本洗
浄剤で洗浄した後のグラスおよびプラスチックタンブラーの外観を与えた。
【０１８４】

【表４４】

【０１８５】
　食器洗機のすすぎ用アームが、この試験の間、正常に作動していなかったこと、そして
外側のグラスは、期待したようなすすぎ水を受けていないことが信じられる。しかしなが
ら、中心部のグラスは、すすぎ溶液中に２ｍＬ／すすぎの濃度の３３．２％マレイン酸を
用いた１００サイクルの後に、曇りがなかった。更に、プラスチックタンブラー上にはほ
んの若干の斑点付着および食器洗機中には少量のスケールしかなかった。
【０１８６】
例２１：苛性洗浄剤＋２５％マレイン酸を２ｍＬ／すすぎ
　苛性洗浄剤組成物を、テーブル４３中に示した水酸化ナトリウム、アルミン酸ナトリウ
ム、水酸化リチウムおよび界面活性剤の成分濃度で配合した。
【０１８７】
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【表４５】

【０１８８】
　洗浄系は、苛性洗浄剤および、２ｍＬ／すすぎの濃度で２５％のマレイン酸を含むすす
ぎ溶液を用いた。テーブル４４に、すすぎ溶液、すすぎ溶液、洗浄剤および水酸化ナトリ
ウムの濃度、洗浄サイクルの数、水の硬度、運転を行った機械、ならびに本洗浄剤で洗浄
した後のグラスおよびプラスチックタンブラーの外観を与えた。
【０１８９】

【表４６】

【０１９０】
　テーブル４４から分かるように、２５％マレイン酸のすすぎ溶液を２ｍＬ／すすぎの濃
度で用いることは、Hobart Dish Machine AM15中で洗浄とすすぎをした場合に、いくらか
のカルシウムの沈殿をもたらした。２５％のマレイン酸の２ｍＬ／すすぎの濃度は、十分
な酸性度またはキレート化能力のいずれも含んでいないことが信じられる。
【０１９１】
　本発明の範囲を逸脱することなく、種々の変更および追加が、議論した例示的な態様に
加えることができる。例えば、上記の態様は特定の特徴を表しているが、本発明の範囲に
は、異なる特徴の組み合わせを有する態様、および上記の特徴の全てを含まない態様も含
まれる。
【手続補正書】
【提出日】平成25年1月9日(2013.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、苛性洗浄剤は、界面活性剤を含むことができる。アニオン性、ノニオン性、カチ
オン性および両性イオン性の界面活性剤を含めた、種々の界面活性剤を用いることができ
る。界面活性剤の議論は、Kirk-Othmer、Encyclopedia of Chemical Technology、第３版
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、第８巻、p.900-912が参照でき、これを参照することにより本明細書の内容とする。苛
性洗浄剤に用いることができる界面活性剤の例としては、エチレンオキシド／プロピレン
オキシドブロック共重合体、例えばBASF Corporation（フローラム・パーク、ニュージャ
ージー州）から入手可能な、Pluronic N3、Pluronic 17R2、Pluronic 31R1、Pluronic L1
0、Pluronic L31、Pluronic L61、Pluronic L62およびD500の名称で入手可能なものが挙
げられる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
＜増粘剤＞
　苛性洗浄剤の粘度は、増粘剤の量に伴って増加し、そして粘性の組成物は、洗浄系が表
面に粘着する用途に有用である。好適な増粘剤としては、処理される表面上に汚染する残
渣を残さない増粘剤を挙げることができる。一般に、本発明で用いることができる増粘剤
としては、天然ガム、例えばキサンタンガム、グアーガム、変性グアー、もしくは植物粘
質物からの他のガム；多糖系増粘剤、例えばアルギン酸塩、デンプンおよびセルロース系
ポリマー（例えば、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロースなど）；
ポリアクリレートポリマーおよび共重合体；ならびに親水コロイド増粘剤、例えばペクチ
ンが挙げられる。通常は、本発明の洗浄系または方法で用いられる増粘剤の濃度は、最終
組成物に求められる粘度によって決められる。しかしながら、一般的な指針として、本洗
浄系中の増粘剤の含有量は、約０．１質量％～約３質量％、約０．１質量％～約２質量％
、または約０．１質量％～約０．５質量％の範囲である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２４】
　テーブル１９から分かるように、器物洗浄用洗浄剤に通常用いられるポリマーであるAc
usol 445NDおよびAcusol 505Nの添加は、１５または１０．５ＧＰＧの水の硬度水準では
、カルシウムの沈殿を防止しなかった。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　器物洗浄のための洗浄用系であって、
（ａ）アルカリ金属水酸化物、腐食防止剤および界面活性剤を含む洗浄剤組成物、該洗浄
剤組成物は、アルカリ金属炭酸塩を実質的に含まない、ならびに
（ｂ）水およびキレート化酸を含むすすぎ溶液、
を含んでなる洗浄用系。
【請求項２】
　前記洗浄剤組成物が、リンを実質的に含まない、請求項１記載の洗浄用系。
【請求項３】
　前記キレート化酸が、クエン酸、グルコン酸、酒石酸、マレイン酸、リンゴ酸、グルカ
ル酸、Ｎ－モノおよびジアセテートアミノ酸、乳酸、ピコリン酸、シュウ酸、３，４－ジ
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ヒドロキシ安息香酸、フマル酸、グルコヘプトン酸、ニトリロ三酢酸およびエチレンジア
ミン四酢酸の１種を含む、請求項１記載の洗浄用系。
【請求項４】
　前記キレート化酸が、クエン酸を含む、請求項１記載の洗浄用系。
【請求項５】
　前記洗浄剤組成物が、１０～１２の範囲のｐＨを有する、請求項１記載の洗浄用系。
【請求項６】
　前記洗浄剤組成物が、少なくとも８０質量％のアルカリ金属水酸化物を含む、請求項１
記載の洗浄用系。
【請求項７】
　前記洗浄剤組成物が、１０質量％以下の腐食防止剤を更に含む、請求項１記載の洗浄用
系。
【請求項８】
　前記洗浄剤組成物が、１０質量％以下の界面活性剤を更に含む、請求項１記載の洗浄用
系。
【請求項９】
　表面から汚れを除去し、そして水の硬度の沈殿を防止する洗浄用系であって、
（ａ）少なくとも８０質量％のアルカリ金属水酸化物、１０質量％以下の腐食防止剤、お
よび１０質量％以下の界面活性剤を含む苛性洗浄剤、ならびに、
（ｂ）水およびキレート化酸を含むすすぎ溶液、
を含んでなる洗浄用系。
【請求項１０】
　前記キレート化酸が、クエン酸、グルコン酸、酒石酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸、
グルカル酸、Ｎ－モノおよびジアセテートアミノ酸、ピコリン酸、シュウ酸、３，４－ジ
ヒドロキシ安息香酸、フマル酸、グルコヘプトン酸、ニトリロ三酢酸およびエチレンジア
ミン四酢酸の１種を含む、請求項９記載の洗浄用系。
【請求項１１】
　前記キレート化酸が、クエン酸を含む、請求項１０記載の洗浄用系。
【請求項１２】
　前記苛性洗浄剤が、０．５質量％未満のリン含有化合物を含む、請求項９記載の洗浄用
系。
【請求項１３】
　前記苛性洗浄剤が、１０～１２のｐＨを有する、請求項９記載の洗浄用系。
【請求項１４】
　前記苛性洗浄剤が、アルカリ金属水酸化物、腐食防止剤、および界面活性剤から本質的
になる、請求項９記載の洗浄用系。
【請求項１５】
　表面から汚れを除去し、そして該表面上への水の硬度の堆積を防止する方法であって、
（ａ）該表面を、洗浄剤組成物と接触させること、該洗浄剤組成物は、アルカリ金属水酸
化物、腐食防止剤および界面活性剤を含んでおり、そしてアルカリ金属炭酸塩を実質的に
含まない、ならびに、
（ｂ）次いで、該表面を、水およびキレート化酸を含むすすぎ溶液ですすぐこと、
を含んでなる方法。
【請求項１６】
　前記洗浄剤組成物が、アルカリ金属水酸化物、腐食防止剤および界面活性剤から本質的
になる、請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
　前記キレート化酸が、クエン酸、グルコン酸、酒石酸、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸、
グルカル酸、Ｎ－モノおよびジアセテートアミノ酸、ピコリン酸、シュウ酸、３，４－ジ
ヒドロキシ安息香酸、フマル酸、グルコヘプトン酸、ニトリロ三酢酸およびエチレンジア
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ミン四酢酸の１種を含む、請求項１５記載の方法。
【請求項１８】
　前記洗浄剤組成物が、１質量％未満のリンを含む、請求項１５記載の方法。
【請求項１９】
　前記洗浄剤組成物が、１質量％未満のアルカリ金属炭酸塩を含む、請求項１５記載の方
法。
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